ナンミン ニンテイ テツヅキ ノ ジツム ニ ツイテ by 渡邉  彰悟 et al.
難民認定手続の実務について
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0007420）外国人の入管手続、難民認定手続においても、国際人権規約の重点
規約が、適用されるべきであるという、最高裁の判決が出て、それがカナダの
難民認定手続と、外国人の入国手続を、革命的に変えたんですね。
僕は、カナダの難民認定手続きのボード、渡邉さんが紹介された、参与員制
度よりも、もっと客観的な、ボードというのがありまして、その、ボードに座
らせていただいたことがあります。それで、そこで入管のやった手続きを取り
消していくんです。
難民弁護士というのがいて、渡邉さんの場合、普通の民事事件をやりなが
ら、事務所を支えているんだけれど、難民弁護士というのは、もはや一つの職
業分野になっている。全国難民弁護団連絡会議という団体もある。難民事件の
手続に対しては国からの法律扶助も受けている。
そういう変革の展望を、我々は、ある種、夢かもしれないけれど、日本の司
法官僚制度を変えていくという、展望を持つべきじゃないかと思ってる。
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裁判官のあり方について鋭い批評が入った本があります。梓澤のホームペー
ジに書評が出てます。（『司法官僚 裁判所の権力者たち』新藤宗幸／岩波新
書）行政学の先生です。
Ｑ 民事事件をやりながら、と伺いました。人権問題に取り組むにも、弁護
士も霞を食べて生きるわけにもいかないと思います。それなりの報酬を頂くと
思います。難民事件は、ある種、仕事と見合ってない報酬だけれど、やらなく
ていけないので取り組んでらっしゃるのか、それとも、相応の額をもらってい
るのかということ。
それから、依頼者の方々は、そういうお金ってどうやって工面しているので
しょう。難民の方が裕福というのは、イメージがわかないものですから。
渡邉 92年から、ビルマ弁護団は600人以上を扱ってきました。当初は特に、
ペイするものでは全然なく、持ち出しが多かったです。勿論、お金をきちんと
払おうとした人もいたし、払ってもらってたんですよ。だけど、払えない人も
多いので、それに対して、厳しい取立てはしてない状態なので。
ちょっと変わってきたのが、法テラスができて、難民の援助もあります。法
テラスは、法務省がやってる本来の事業と、日弁連が委託してやっている委託
事業というのがあって、難民事件というのは、委託事業なんです。日弁連が金
を出しているという状況なんですけれど。それでも、出してもらってる金の中
で、一件10万円くらいですかね。裁判になるとまた出ると思いますが、そうい
う金が出るようになったんです。
以前は、全然そういう援助システムがなく、実は年間300万くらいの、日弁
連の援助しかなかったんですよ。それ以外は全く受けられないという状態でし
た。
今は、委託援助で、ペイするというほどではないのだけれど。ビルマ弁護団
には事務局がいます。事務局への給与の支払いは、弁護団財政でまかなってい
て、今、弁護士が持ち出しでペイすることはないんですが。弁護士にまで回る
山梨学院ロー・ジャーナル
80
かというと、弁護士に回るお金ははっきりいってないという状況です。
ビルマ以外の難民事件はどうかというと、さっき言った法テラスの着手金が
もらえるくらいで。本人が多額のお金を持っていて、バイトして十分な金を持
っていれば別ですが、本人が払えるケースというのは、一割、二割くらいかな
という感じです。
梓澤 僕も同じです。難民分野ではないが、いわゆる人権問題というのが、
生活の中で、かなり大きな柱になっていて、そこからペイしているかという
と、直接ペイはしないと、考えていい。だけど、そこで、渡邉さんのように、
カルデロンさんの事件とかで。「それだけやってくれる人だ」というのが、そ
の人のステータスになるわけですよ。社会的評価になる。それだけやってくれ
る人に頼んでみようという人が、普通の民事事件でやっぱりいるんですね。
ああいうふうにやってくれる人だから、この事件の正義も貫いてくれるだろ
う。お金をちゃんと出してと。これが一つの全体のまとまりとなって、Hu-
man Rights Lawerというのは成り立ってると私は思います。それは、大丈夫。
世の中は見捨てたもんじゃない。真面目に。
そういう弁護士のところは「ああ。好きでやってら」というのではなく。も
っと言えば、凄いお金持ちも来たりするんです。めぐりめぐってね。そういう
ふうに、世の中は回っていると言っていいんじゃないか。
Ｑ 人権問題をやろうとした、最初にこれをやろう、と思った、入り口の部
分は、どういうものでしたか。
渡邉 私、90年登録なんですが、92年、つまり弁護士登録して二年目、三年
目の段階で、梓澤先生にとっても先輩になる弁護士さんから誘われて、ビルマ
とタイの国境辺りに、人権調査に行くという話があるんだが行かないか、とい
われて、行ったんです。
梓澤 西田君とか。
渡邉 そうです。西田研士弁護士と、小野寺利孝弁護士、高橋融弁護士。
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弁護士四人で行ったんです。あと、フィリピンの弁護士さんも来たりして、国
際調査団みたいなのをやったんです。
たまたまそれに参加をさせてもらって、ビルマとタイの国境の、あれはカレ
ン民族の支配地だったんですね。
あの頃、マナプローというところに行って、色々な人達と会ったりして、
色々な話を聴きました。強制労働させられた人たちや捕虜となった少年兵と会
ったり、色々な話をして。そして、戻ってきて。
その企画をしたのは、日本に住んでいたビルマ人だったんですよ。そのビル
マ人は、意外に策士でね。戻ってきたら「実は日本に、困っているビルマ人が
たくさんいるんです」という話になって。
それでビルマ弁護団ができたんです。創設のときには、梓澤先生も一緒で。
92年12月24日に記者会見をやってるんですけれど、その辺の方針等は梓澤先生
にも指導してもらって全部決めて。人権救済申し立てとかね。
以上がきっかけです。
もうちょっと戻ると、実は、87年司法試験合格。さきほども話したとおり、
88年にビルマで民主化運動が高揚して、アウンサンスーチーさんが出てきたん
です。僕はちょうどその頃、修習生だったわけですよ。だから、勉強の軛から
解放されて世に目が行ってる。
80年代後半とか、90年代初頭というのは、世界的に民主化が高揚してたんで
す。韓国もそうだったし、フィリピンもそうだったし。チリはちょっと遅れる
んだけれど。色々なところで民主化という動きがありました。
そういうものに対する関心。「ああ、ビルマも、これは民主化されるんだ」
と思っていたら、ぱたっと潰されて。
そういう状況は見ていたので、ビルマに対する関心は、一般の人達よりも高
かったと思います。そこに、92年の人権調査というのがあって。それでたまた
ま弁護団の創設に関わって。
最初から、事務局長だったんですね。事務局長になってずっとかかわってき
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ました。
梓澤 それでは、お別れにあたり、渡邉先生に感謝の拍手をもう一度送りた
いと思います。
〈プロフィール〉
渡彰悟弁護士は、難民弁護士の第一人者である。何より彼がリーダーであ
るビルマ難民弁護団が、難民に関する行政訴訟で、30件以上勝訴している実績
はすごい。
おだやかな語り口で、決して声を荒げることがない。
長身にして、白晳とは、天は二物を与えたもうたのか、とも思わせる。
院生たちに、深い示唆を与えた特別講義になったことを喜びたい。
（本稿は2010年12月10日「外国人と法」において行なった講義の記録である）
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